
校長 西島 常徳
夢育て月間
本町は「島で育むきらりと輝くひとづくり」を教育行政の基本理念とし，「未来

の社会の創り手となる資質・能力を伸ばし，社会で自立する力を育む教育」を推進
しています。
それを受け，早町小学校では毎年５月を「夢育て月間」と位置づけて取り組んで

います。全校児童を対象とした夢育て講演会では，キャリア教育の視点から役場職
員の古沼寛之氏をお招きし，「大きな夢と小さな目標」という演題でご講話いただ
きました。古沼氏の幼少期から，就職までの経歴や陸上競技との出会い，そして陸
上競技生活で味わう初めての挫折等を経て，現在の役場での仕事に対する思いと陸
上競技に対する自身の目標を語ってくれました。最後は早町小の児童に対して応援
のメッセージいただきました。
子供たちは目を輝かせながら聞き入っている様子や積極的に質問する様子が印象

的でした。島の先輩の姿やアドバイスを今後の生活に役立ててもらいたいものです。
以下古沼氏から早町小学校児童へのメッセージ ４月25日（金）に「一年生を迎える会」と「一日遠足（1～4年）」を実施しま
・いろいろな体験をしよう！ ・様々なことに興味をもとう！ した。
・人間力を高めよう！ ・体を鍛えよう！ 一年生を迎える会では，６年生が企画したレクリエーションを全校児童で楽しみ
・素直な心！ ・感謝の気持ちをもとう！ ました。1年生からのお礼の歌もリズムに合わせて全員で楽しむことができました。
・大きな夢に向かって小さな目標を立てよう！ 一日遠足では，営農支援センターと農産物加工センターを見学しました。また、

午後からは，スギラビーチでみんなでお弁当を食べたり，レクリエーションをした

家からテレビが消えた日 りしながら，楽しく過ごすことができました。
近年，テレビやインターネット普及等で長時間のメディア視聴による健康被害が問題となっ

ており，「ネット依存」，「ノーメディア・デー」などという新語も登場しましたが，私には懐か
しくも苦い思い出があります。
それは小学生の頃，自宅のテレビを見ながら私と一つ年下の妹とチャンネル争いが

原因で，お互いを軽く叩き合う些細なケンカが始まりました。母の仲裁も聞かず，次
第にケンカがエスカレートする兄妹。こともあろうか母は父の職場である中学校へ電
話を入れてしまったのです。30分後，父が職場から突然帰ってきました。兄妹で「エ
ッ？」と顔を見合わせました。父の性格は昔のアニメの「巨人の星」に登場する父親，
星一徹のような人だったからです。玄関先に立つ父は，まさに鬼の形相でした。黙っ
て家に入り，兄妹と視線も合わせずテレビのある部屋へ歩いて行きました。おもむろ
に両手で重たいテレビを抱え，コンセントに電源プラグが差し込まれているにも関わ
らず力任せに引きちぎり，そのまま窓から外に投げました。目の前の出来事にあっけ
にとられながら見ていた私でしたが，いつの間にか妹はその場から姿を消していました。
父は珍しく叱ったり，怒鳴ったりすることもせず，何事もなかったかのように黙っ

て学校に戻っていきました。しかし，それが逆に怖かったです。 ４月28日（月）には、授業参観・ＰＴＡ
それ以降，我が家では必然的に「ノーメディア・ライフ」がスタートしました。私 総会を実施しました。今年度、最初の授業参

が進学で喜界島から離れる中学卒業まで家にテレビはなく，父がどのタイミングでそ 観ということもあり、たくさんの保護者の皆
の出来事を思い出し，機嫌を悪くするか予測不能であったため，家庭の日常会話では さんに参観していただきました。保護者の皆
「テレビ」という単語を使うことすらタブーとなったのです。 さんにも授業に参加していただく場面等もあ
久々に兄妹で会う時には，その出来事が時折話題となり，互いに笑っています。 り、子供たちも嬉しそうに学習に取り組んで
さて，学校ではこれからの世の中を生きるために，メディアは必要不可欠なものと いました。

され，児童に一人一台タブレット端末が支給され，活用することが求められています。 授業参観後に実施したＰＴＡ総会への御出
一般的に利用時間の制限，個人情報保護に基づく情報モラル，健康問題等の課題があ 席もありがとうございました。今年度もＰＴ
り，使う側の子供にはそれらに加え，心構えとして「節度・節制」，「自律」，「自己教 Ａ活動への御協力をよろしくお願いいたしま
育力」を身に付ける必要があります。便利な点ばかりがクロースアップされがちです す。
が，メディアの功罪を理解しつつ，上手に活用できるようなってほしいものです。
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５月２日（金）には，全学年を対象に「体
５月24日（土）に、喜界町家庭学習サポ力・運動能力調査」を実施しました。この

ート教室「やる気塾」の開講式がありました。調査は，握力，上体起こし，長座体前屈，
この「やる気塾」では、週末の家庭学習や異反復横跳び，20ｍシャトルラン，50m走，
年齢での交流活動、体験活動等を実施してい立ち幅跳び，ソフトボール投げの８種目の
ます。今年度は、本校から11人の子供たち記録を測定して，子供たちの体力の現状を
が参加しています。また、高校生や本町の教把握することを目的として実施していま
職員がボランティア講師として、子供たちのす。
家庭学習のサポートや体験活動のお手伝いを２年生以上の子供たちは，昨年の記録を
しています。上回るために，一生懸命取り組んでいまし
学習等で分からないことは、ボランティアた。初めて経験する１年生は，戸惑いなが

の先生たちにたくさん聞いて、楽しい「やるらも先生や上級生に教えてもらいながら，
気塾」にしてほしいと思います。笑顔で頑張っていました。

今回の調査結果については，校内で分析を行い，学校全体の課題を把握し体育の
授業の充実に生かしていきます。また，子供たち一人一人に個票を渡して，家庭で
の運動にも取り組ませていく予定です。子供たちへの励ましの声かけをよろしくお
願いします。

５月25日（日）には、今年度一回目のＰＴＡ愛校作業を実施しました。当日は、
天気が心配されましたが、多くの保護者や子供たちが参加し、校内をきれいにして
もらいました。早町小学校は敷地が広いため、なかなか除草作業が行き届かない場

５月14日（水）に、喜界島薬草農園の御協 所もあるため、ＰＴＡの皆さんの御協力をいただけて、たいへんありがたかったで

力をいただき、３・４年生がサクナー（ボタ す。心から感謝申し上げます。

ンボウフウ）の植付け体験を行いました。以 今後とも、本校の教育活動、ＰＴＡ活動への御理解と御協力よろしくお願いいた

前は阿伝の農園をお借りしていたのですが、 します。

昨年度から志戸桶の農園に場所を移して取り
組んでいます。今後は、学校内にある学習園
にも植えて、生長を観察してく予定です。島
ならではの食材を自分たちで育てることで、
より一層、喜界島のよさを感じてくれること
を期待しています。

５月20日（火）に「交通安全教室」を実施しまし
た。当日は，喜界幹部派出所や交通安全協会から，
たくさんの方に来校していただき，「安全な横断の仕
方」や「安全な自転車の乗り方」について学びまし
た。 今年度も喜界ライオンズクラブから新１
下学年の子どもたちは，体育館の模擬横断歩道を 年生に「探検バッグ」を寄贈していただき

使って横断訓練をしました。手をしっかりと上げて， ました。この探検バッグは，６年間，校外
左右の確認をしながら上手に横断していました。上 学習等で利用させていただくものとなりま
学年は自転車の点検の仕方を乗り方を学びました。 す。ライオンズクラブのみなさん，ありが
４年生は，今後，道路での自転車利用ができるこ とうございました。

とになります。御家庭でもヘルメットの着用や安全
な乗り方の声かけをお願いします。


